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衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
米
軍
装
甲
車
・
車
輌
の
県
立
高
校
へ
の
不
法
侵
入
事
件
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
、
三
及
び
五
に
つ
い
て

本
年
七
月
十
八
日
、
米
軍
車
両
が
沖
縄
県
立
沖
縄
高
等
養
護
学
校
の
敷
地
に
進
入
し
た
事
案
（
以
下
「
七
月
十
八
日
の
事

案
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
米
国
か
ら
、
海
兵
隊
所
属
の
軽
装
甲
車
が
移
動
の
途
中
に
道
を
誤
り
、
同
養
護
学
校
の
敷

地
に
進
入
し
た
旨
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
八
月
六
日
、
米
軍
車
両
が
沖
縄
県
立
前
原
高
等
学
校
の
敷
地
に
進

入
し
た
事
案
（
以
下
「
八
月
六
日
の
事
案
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
米
国
か
ら
、
海
兵
隊
の
使
用
に
供
さ
れ
て
い
た
海

軍
の
ト
ラ
ッ
ク
が
移
動
の
途
中
に
道
を
誤
り
、
同
高
等
学
校
の
敷
地
に
進
入
し
た
旨
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
米
軍
に
よ
り
学
校
関
係
者
に
不
安
を
与
え
る
よ
う
な
行
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
七
月
十
八
日
の
事
案
の
発
生
を
受
け
て
、
米
国
に
対
し
、
遺
憾
の
意
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
を
申
し
入
れ

た
。
ま
た
、
八
月
六
日
の
事
案
の
発
生
を
受
け
て
、
改
め
て
米
国
に
対
し
、
遺
憾
の
意
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
米
軍
全
体
と

し
て
再
発
防
止
を
徹
底
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
米
国
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
事
案
に
よ
り
沖
縄
県
民
に
不
安
を
与
え
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
り
、
再
発
防
止
を

一



徹
底
す
る
旨
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
今
後
、
米
側
に
お
い
て
再
発
防
止
の
た
め
の
措
置
が
着
実
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
及
び
四
に
つ
い
て

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国

に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
）
第
五
条
�
の
規
定
に
基
づ
き
、
米
軍
車
両

は
、
米
軍
が
使
用
し
て
い
る
施
設
及
び
区
域
に
出
入
り
し
、
こ
れ
ら
の
も
の
の
間
を
移
動
し
、
及
び
こ
れ
ら
の
も
の
と
我
が

国
の
港
又
は
飛
行
場
と
の
間
を
移
動
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
協
定
に
は
、
七
月
十
八
日
の
事
案
や
八
月
六
日

の
事
案
の
よ
う
な
米
軍
車
両
に
よ
る
学
校
施
設
へ
の
立
入
り
を
認
め
る
よ
う
な
規
定
は
な
い
。

二


